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3  移住に関してのヒアリング風景
　4  たった 1 回のリアル家庭教師
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背景と目的、実施内容
　2017 年度より継続している「産学協働地域活力創造事業」と
して当初は観光提案を中心とした内容を想定していたが、新型コ
ロナウィルス感染予防の観点から学生の移動などに制限があるな
かで方針変更を余儀なくされ、学生独自の視点での観光提案を行
う「大学生観光まちづくりコンテスト」参加に向けたリサーチ、
卒業研究の一環として移住定住やワーケーションといった南房総
で先進的な取り組みがなされている事柄について市内関係者への
リサーチ、さらには市内事業者から相談のあった課題解決に向け
た活動を実施した。
　現地訪問の実施期間としては感染予防にも留意しながら概ね
8 月～ 12 月の期間中に計 10 回程度、毎回３～５名にての活動と
した。また今年度活動の共通テーマとしては世界中で話題になっ
ている SDG ｓにも通ずる「持続可能＝サスティナブル」とし、
訪れる人が楽しむだけでなく地域住民の生活向上や地域資源・環
境の維持など双方が win-win な関係となることを意識した内容と
した。

以下が実施概要。
ア .「南房総市における民宿の可能性～大学生観光まちづくり
　　コンテストへの参加を通して」　　

イ .「南房総市におけるガストロノミーツーリズムについての提案」
ウ .「ワーケーションシティ南房総の今後の取り組みの提案」
エ . 「南房総市における移住・定住促進に関する取り組みについて」
オ .「オフグリッド型トレーラーハウスによるお試し移住サービス」
カ .「地方圏における教育コンテンツの実証事業」

成果と課題
●地域貢献　
　今年度事業に関してはまだ提案ベースのものが多いので地域へ
の貢献度合いがつかめないところではあるが、学生が実際に地域
を訪ね地域住民と交流を深めたことで、地域の新たな魅力を発見
しそれを外部視点・若者視点で提案できたことが今後の地域貢献
に生かされてくるのではと期待している。また「教育コンテンツ
開発」に関しては従来の型にはとらわれない新しいスタイルを取
り入れた実証の役割を果たせたと思われ、こちらも今後の南房総
市での発展に多いなる期待ができるといった点が成果として挙げ
られる。
　一方で感染拡大局面などの外部要因でやむを得ない状況であっ
たのではあるが、現地への訪問回数も少なく、それゆえに調査研
究結果についての考察や確認作業などの時間が取れなかったこと
は残念な結果であった。

●教育・研究面
　限られた時間ではあったが学生たちが南房総市内を実際に訪問
して地域の人との交流を通し、キャンパスでは体験できない非日
常・異文化を学ぶ機会を得られ、新たな視野が広がった点が教育・
研究面での最大の成果と思われる。さらにはこれらの活動内容を
もとに各種コンテストなどへの参加やメディアでの紹介など外部
からの評価をいただき刺激を受けられたことも教育的視点での成
果としてとらえている。
　また課題としては地域貢献面とも同様に訪問する機会が少な
かったこともあり教育プログラムとしての成熟度にかけることが
あげられる。

今後の展開
　今回提案したサスティナブルな概念をベースにしたガストロノ
ミーツーリズムやワーケーションの展開などは次年度以降の活動
の中でもさらにブラッシュアップを図り、地域関係者とも協働し
ながら進めていきたい。また教育コンテンツ開発についても可能
な範囲で継続して効果測定を行いたいと考えている。
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サスティナブルをテーマとした調査研究と提案

         域学協働の工夫！
 ★期間中一貫して市役所の各セクション担当者に相談しながら地域のステークホルダーなどをご紹介、同行いただけた
　ことで活動がスムーズに行えたと考える。
 ★各地域のヒアリング先や訪問先の関係者に関しても以前から面識のある方や本学の活動にご理解のある方たちに対応
 　いただけたことで、親切丁寧に学生たちを受け入れていただき、様々な知識と経験を与えてくださった。これらは昨
 　年度までの COC+ 事業における南房総市との協働関係の継続によるところが大きく寄与しており、これまでに培っ
    たネットワークなどの関係性から域学連携の発展につながったと思われ、今後もこのような関係性を持続していくこ
    とが大切であると再認識した。 

[ 全市域 ]　

＊表彰・マスコミ掲載など

・「大学生観光まちづくりコンテスト 2020」へ参加、佳作
　http://gaku-machi.jp/2020/11/%e4%bd%b3%e4%bd%9c%e3%83%81%e3%83%bc%e3%83%a0%e7%99%ba%e8%a1%a8/
・「ちばぎん・はまぎん学生ビジコン 2020」に応募、「ちばぎんアイデア賞（副賞 10 万円）」
　https://www.chibabank.co.jp/data_service/file/news20210216_01_001.pdf
・「ローカルニッポン　今ここで、できること。千葉県南房総市 ( シラハマ校舎 ) vol.2 」掲載　
　https://localnippon.muji.com/6040/

　実施者
 　≪教　員≫千葉大学 コミュニティ・イノベーションオフィス 阿部 厚司 特任専門員
　 ≪参加者≫
　　　　　　千葉大学  国際教養学部　 4 年　加治屋　里奈、阪田　和佳子、山井　彩加
　　　　 　　　　　　 国際教養学部 　3 年　西沢　美樹　　 
　　　　　　　　　  　　法政経学部    2 年　渡邉　真由
　　　　　　　　　      　　   理学部    2 年　安濟　崚雅
　 ≪協働パートナー≫

【行   政】南房総市役所　市民課市民協働グループ、観光プロモーション課、企画財政課 、朝夷行政センター地域協働係
【企業等】ヤマナハウス、シラハマ校舎、政右ヱ門、川きん、南房総市観光協会　　
【市民団体等】地域おこし協力隊メンバー、千倉地域づくり協議会「きずな」　高家学ぼう会


